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石に囲まれた二・吉口集落の風土と文化

世界自然遺産屋久島の北西に位置する吉円集落は、前面の日永良部島が浮かぶ東シナ海を望み、背後には九州

最高峰の宮之浦岳へとつづく山群のひとつ吉田岳がそびえる風光明媚な斜面地形に広がっています.集落の人口は

現在約210人、世帯数は117世帯とけっして大きくはないですが、半農半漁の生活を反映した棚田と畑が点在し、

さらに屋久島名産のサバ節工場があります。北西に位置することから夕日の景勝地でもあり、訪れるひとびとに

集落の件まいとともに静かな感動を与えてくれます。また平成14年 にはNHK朝の連続 ドラマ「まんてん」のロケ地

としても全国的に脚光をあび、翌年からは集落の方々による「まんてん祭 りJが開催されるようになりました.

さて、この集落の最大の魅力は、集落の家々や小屋の周囲に点在する巨石の数々です。他の地域ならば思いつき

もしない場所に巨石が居座る姿は、集落がまるごとパワースポットととらえることができるくらいの面白さがあり

ます。また、平家の落人伝説や独特の海岸入浴法でもある瀬風呂 (ト ンボレ)と まだまだ生活に密着した魅力が

満載しています。そんな吉田集落をぜひぜひ楽しんでください。
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①岡エビス様
この集落は、 NH

K朝の連続 ドラマ「ま

んてん」の放送ロケ地

として、全国に一躍

脚ア を浴びた集落で

落i:β澁 甥|[需要硬覆rτ
=きに作られたものです。

集落内には、この他、お猫公民館 (現在の吉

田生活館た
。火の見やぐら・吉田霊園、 トンボ

レ・鬼火焚きなどのロケ地があります。
エビス様は、屋久島では、浜エビス、村エビ

ス、家のエビス (イ国人で拝む)があります。

②古道(参道)跡
この古道 (参道)は 、

元日に村人が集落の下

にある砂浜 (下 の浜)の

海水で身を清め、大岩

に合掌し、森山神社に

E鷺色脅懃鼻寧Z源 暴

ならわしになっていました。

現在、この石積みの参道は、僅かしか残って
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0日高神社の由来
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弊希天皇ともども
西簿に逃れ、五月
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移るため、六カ月程屋久島に滞在しました。

落人は、最初吉田に上陸し、ここから島内各

地へ分散したといわれています。

④黒石の由来
日高神社下に賀

き
章

二 年 (1,685年 )に 日

蓮(法華宗)の 寺があ

り、寺名は本満寺で

ありました。

今で も日高神社境

内で黒石に仏法を書いた小石が出るのは、この

寺院(禅稽)が書いたものです。

寺はその後、吉日の庄屋惣左衛門の物 とな

り、流人等も庄屋預かりとなり、金山などで働

いていたといわれています。

ここにテ:られている黒石は、何処から運ばれ
てきたか年代は定かではありませんが、おそら

く日習荷預部苛讐携が、1,200年 代に源氏からの

攻撃に備え、屋久島・口永良部島に城壁を構え

た時代に、口永良部島の火山岩をこの地に運ん

だのではないかという言い伝えがあります。

0吉田霊園
この吉田集落の墓

地は、昭和59年 に共

同墓地に整備 されま

した。

屋久島は、 もとは

律
し
崇でありました

が、種子島出身で日蓮 (法華)宗 の祖師日経あ弟

『吉田集落 あまんか(歩こう)』 里の語り部マツプ

子であつた日典の布教を契機に、ビ鐘 (湧輩)宗

一色となりました。日典自身は、種子島氏第11

代時氏によって石子詰めの刑に処され、志半ば

で倒れたと伝承されています。その後日典の弟

弟子であつた日良、ついで日増などによつて
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⑥森山神社の由来
森山神社は浜神官と

もいいます。古来、平

家の落人が最初に着
いたというこの神社

の下の砂浜 (下 の浜)

の海水で身を清め、

大岩に合掌して、この森山神社に通じる石積み

の参道をぬって、上の日高神社に参拝していま

した。

この森山神社には「ギぎ硯貧キ市」が予Eら れてお

り、安産の神様といわれています。古 くは「モ

イヤマ(森 山)Jか「オモイヤマ」と呼ばれていま

した。「モイヤマJは、集落の中程にあった古木

の繁る平地の聖地であって、古 くから農業の神

であったらしく、木を伐るとたりがあるといわ

れていました。

岳参 りの前日には、この森山神社で宮籠 りの

式を執 り行い、岳参り当日は、早朝、この下の

浜で身を清め、自砂を取ってこの境λから出発

します。旧暦の9月 13日 は、森山神社祭が行わ

れます。

0祀りの大岩の由来
古来か ら、元 日の

日に村人は、集落の

真下 にある砂 浜(下

の浜)の海水で身を清

め、この大岩に合掌

し、森山神社・日高

賞集玉謹τえ[嘗痣曽印L:9脊早爺万奪窯百
して大しめ縄を飾って、集落の人々 に箪められ
ている岩であります。

0日高水産(サバ節工場)

サ バ 節 の 製 造 を

行っている日高水産

は、集落唯―の雇用

の場です。

こ こで 生 産 さ れ

る、サバの枯節は関

東地方に出荷され、うどんやそばの出キとして

貴重な特産品になっています。また、一夜干し

のなまり節は、スライスしてらっきょうや高菜

言き縁蠣場倉ド皇僕奨曇鵬露3011ぁ厘灸鼈霜
や屋久島西海岸一帯で操業され、サバー本釣 り

は鮮度が良く、首折れサバとして有名です。
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0トンボレ(瀬風呂)

吉田集落の海岸 に

は、瀬の岩 を利用 し

た贔嵐畠(地元ではト
ンボレという。)が6箇

所あります。1～ 2名

が入れる自然形の碧

ぎを利用して、石ころを焚火で焼き、塩水と水

を加えたものをその温熱で湯を沸かして岩風呂

に入っていました。素もぐり漁の後に体を温め

たり、冒蘭観にはこのなかに、鉄分の多い出家
や薬草等を入れて、疲労回復や吹出物等を治療

したりして体を搭していました。

⑬ 東シナ海展望
集落の前面には東

シナ海 を望み、海上

に沈 む夕 陽 の絶 景

は、近年増加する屋

久島の観光客の観光

スポットとして脚光

を浴びています。展望所から、平家の落人伝承

の島、硫黄鷺(∬界′鷺)、 羊鷺ゃ旨泉負蔀だが
眺望できます。夕陽は、冬期は屋久島灯台と口

永良部島との間に沈み、夏期は黒島と口永良部

島の間に沈みます。

◎ 岳参り
吉田集落では、岳参 りは春 (旧 暦4月 )と 秋 (旧

暦9月 )の 2回行われます。岳参 りの前日には、

この森山神社で管籠うの式を執 り行い、岳参 り
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古来は日高神社から山越えをして、吉田岳

(1,165m)頂上まで2日 がかりで参っていました

が、現在は、一湊地区の白川上流の林道から

約2時間の日帰 リルー トで岳参 りを行っていま

す。頂上の下の広場で、耳踊 りを披露し、頂上

で作務衣に着替えて拝み、岳の神 (石祠)に さい

銭を上げて集落の平安と五i襄蟹霜や漁労の安

全と豊漁を祈願 します。帰 りにはビャクダン

(馬酢未)の枝を主程に持って帰ります。

屋久島の岳参 りは、集落から見える山が前岳

で、その奥にあって見えない山を奥岳といいま

す。奥岳のなかで際立って高い3つ の山、すな

わち宮之浦岳、永田岳、栗生岳の三山を「御喜J

ともだゴ言」ともいい、=酷堅壽 (三岳)実罹現の

石塔があります。このように集落から見える前

岳に参って祈願し、そのあと、見えないけれど

も彼芳の奥にそびえる御岳に参拝し、徐災招福

と豊饒を祈願することになっています。前岳は

いつも見えていて村をじっと見守り、あたたか

く包んでくれる親しい山ですが、奥岳にガ
´

ヽ

は、長敬の念 と若干の霊的な恐ろしさもクし、じ

て、修談遣ゃ聞難秩∵、ャマワロ(山 童)等の
妖程秩宗Ъ山岳信仰があります。

春彙肴基岳ヒ↑馨裏急暮宗iま曇了源3量尼父
に行 って、清 らかな

岳の空気 を吸い、す

がすが しい気分にな

るとともに恐ろしい

カミの霊気 を俗界に

伝え、俗界の浄化 と

再生 を期待する行事

であるといえます。

◎ 吉田集落の山姫伝説
ある年のこと。吉田の若者が旨彼山に炭焼き

に行きました。ところが山の中でt背の高い、

腰にシダを巻きつけたはだかの女に出会ったそ

うです。よく見ると髪は紫色皮膚はまっ白で、

いままでに見たこともない美しい女であったそ

うです。次の瞬間『山姫だ !』 と直感 した若者

は、急いでかたわらの榊の枝を折ってそれを振

りながら一日散に山をかけ下りました。榊の枝
は魔よけになるといわれており、若者はそのお

かげで危うく命びろいをしたといわれています。




